
町田市廃棄物最終処分場閉鎖等検討委員会 第４回作業部会の議事要旨（案） 

 

開催日時：平成 20 年 1 月 31 日(木)18:30～21:30 

開催場所：町田市リサイクル文化センター調理室 

参 加 者： （委 員）関口 鉄夫[部会長]、梶山 正三[委員長]、小川 由一[副委員長]、 
広瀬 立成、渋谷 謙三、木野 直美、小林 美知 

      （事務局）石阪 至孝、鈴木 和夫、内山 重雄、山田 正孝、黒須 桂子[町田市] 
           鶴長 文憲、田中 利和、寺田 悟[ﾊﾟｼﾌｨｯｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ] 

※ 傍聴者(検討委員会委員以外)1 名 

主な議事内容を以下に示す。 

 

（１） 第 4回検討委員会議事要旨 

① 事務局より説明を行い、一部修正意見があったが、概ね了承された。 

 

（２） 本年度調査の結果報告 

事務局より第4回検討委員会から追加した調査結果について説明を行い、概ね了承された。

以下に、特記事項を記す。 

＜放流路・地下水連続測定＞ 

① MB No.2 の水質は降雨による影響が見られることから、電気伝導率の高い地下水（廃棄

物層の影響の可能性あり）あるいは放流路に流入する周辺雨水のどちらかの影響を受け

ている可能性があり、今後、検討が必要である。 

＜浸出水量の調査＞ 

② 池の辺・峠谷埋立区の浸出水量は、試算値よりも実績値のほうが大きいことから、埋立

地に降った雨水だけではなく、周辺からの表流水あるいは地下水が流入している可能性

がある。また、峠谷埋立区の浸出水には、旧埋立地に降った雨水も含んでいると考えら

れる。 

③ 降水量と浸出水量の増減の関係から、埋立地に降った雨は、急激に排水される場合と徐々

に浸透する場合の両方のパターンがあるのではないかと考えられる。 

 

（３） 本年度のまとめ方 

事務局より次回検討委員会資料の説明を行った。資料内容・表現方法については、次回ま

でに委員長及び作業部会長と協議した上で修正することとなった。以下に、特記事項を記す。 

① “放流基準を満足”という表現に対して、周辺住民が“今すぐ放流可能”と誤解しない

ような表現方法が必要であるという意見があった。 

② 処分場の安定化状況を評価する上では、埋立地内に濃縮・残留しているダイオキシン類

や重金属類を、社会的に許容できる周辺環境のバッファ（環境容量）に依存して、希釈

放流していくという視点も必要である。 
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（４） 今後の進め方 

事務局より今後の進め方及び次年度調査計画(案)について概ね了承された。以下に、特記

事項を記す。 

① 雨水調整池の底質に含まれるダイオキシン類の由来を検討する必要があり、次年度も雨

水調整池の底質・水質調査及び流入水の水質調査を実施する。 

② 次年度に広域的な周辺井戸の水質調査を実施する計画であるが、埋立地下流側で調査に

適した周辺井戸が無い場合は下流側でのボーリング調査も検討したほうがよいのではな

いかという意見があった。 

③ 次年度に追加する地下水の連続測定箇所は、MB No.8、9、11 の 3 箇所とするが、MB No.9

に代えて、埋立地下流側の周辺井戸への設置も検討する。 

④ 雨水集排水溝の施工を実施する際には、周辺から流入する雨水の排除を視野に入れたモ

ニタリング計画を検討することが必要である。 

⑤ 本処分場の廃止基準のあり方・指針を検討してはどうかという意見があった。 

 

（５） 住民報告会 

事務局より住民報告会の概要について説明を行い、開催目的や議事概要について概ね了承

された。以下に、主な意見を記す。 

① 住民報告会としては、周辺住民への説明と意見聴取に主眼を置いたほうがよい。 

② 住民からの質疑応答時間を長くし、本検討委員会の委員が住民からの質問に対応したほ

うがよい。 

③ 住民報告会の周知は、より多くの周辺住民に伝わる方法をとったほうがよい。 

④ 説明資料の表現方法として、環境基準等の満足の有無と安全性とを区別したほうがよい。 

 

（６） その他 

① どぜうの会が実施している周辺井戸の水質調査に関して、本検討委員会へのデータの提

供及び新規のサンプリングについては井戸の所有者から了承が得られたとの報告があっ

た。また、どぜうの会より調査箇所図の提示があり、調査候補箇所の水質データについ

ては、次回検討委員会までにご提供いただくこととなった。 

 

（７） 今後のスケジュール 

① 住民報告会は 2008 年 3 月 26 日(水)19 時から 21 時に開催する。 

 

以上 
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